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四

社

#

主
義，
、

』

國
家

S
、
完

)

泉

イ设 
IV3

(

十
四

)

權
.威
の
否
定
を
第
一
要

義
ど
す

•る

.
ビ̂
、「

今
日
ょ

*

C
\

明
日
に

」

國
家
を
撤
廢
す
る
こ

V
J

の
不
可 

不
：.

可
能
な
る

.こ
と
は
、

M
a
r
x
-
E
a
g
e
l
s
,

の
起
草
に
係
る
國
際
勞
働
者
協
會
總
務
娄
員
の
秘
密
囘
狀 

Die angeblichs 

Spkltungen i
n
d
e
r

 Internationale (
J

A

-b
三
年
三
月

)

の
中
に
說
か
れ
て
居
る
。
即 

ち
彼
等
は

B
a
j
c
g
b
©

主
；張
す
る
權
威
击
定
の
新
社
會
組
織

.に
：反
，對
し
て
、そ
，れ
が
結
局
實
質
上 

に
於
て
國
家
に
外
な
ら
ぬ
も
の

V
J
.

な
ら
ざ
る
を

#

ぬ
理
由
を
說
明
し
て
居
る
の
で
ぁ
る
。
仑 

れ
に
謂
ふ
ス
即

^̂

ロ
ヶ
吟

-®B
a
r
r
i
k
a
d
e
n
t
r
M
n
e
n

な
る
無
政
府
組
織
に
於
て
、先
づ

S

 

治
：體
議
會
、次
：い
，で

„
.執
：行
委

M
會
を
有
つ
こ
：と
に
な
る
。
而
し
て
何
事
か
を
執
行
せ
ん
が
爲
め 

に
は
、之
に
何
等
か
の
權
カ
を
與

-
之
を
武
カ
に
依
つ
て
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
ぁ
る
，
 

菩
々
は
觅
に
進
ん

で

此

公
權
カ
の
：

«

_
を
丰
婆
住
務
ご
す
べ
き
聯
合

.議
會
を
有
す
る
の
で
あ

ふ
。
此

0
會
は
，自
，洽
體
議

^

ミ
同
じ
く
、執

.行
權
を
一
樹
若
し
く
は
幾
多
の

.委
員
會
に

.

.移
さ
な
，

 

け
：れ
ば
な
ら
ぬ
。

:;
:
此
委
員
會
は
_
爭
の
必
耍
が
益
令
顯
著
ビ
な
る
と
云
ふ
事
實
に
依
つ
て
卓 

く
も
權
威
の
性
質
を
帶
び

」

る
の
で
ぁ
る
。

即
ち
吾
令
は
權
威
國
家
の
，：一

.切
喪
素
の
最
も
美
事 

R
恢

m :
せ
ら
る
、
を
見
る
0
.而
し
て
吾
々
が
此
機
關
を
下
ょ

hy 
M
に
向
'っ
て
組
織
せ
ら
れ
た 

.る
革
命
的

n 

4

1
ゥ
•ンぃの：名

 

ど
.は
何
の
用
も
爲
夺
ぬ
。
名
は
毫
も
實
を
改
め 

る
も
の
で
は
な
い

:0
下

i
 

$上
：へ
の
組
織
は

.ど
の
ブ
グ
ジ
ョ
ソ
共
和
國
に
も
#
し
て
居
る
の 

.み
：な
ら
ず
、拘
來
的
委
任
は

«

に
中
：世
に

.も
行
は
れ

^
。

且
つ
此
事
は

B
a
k
u
n
i
n

自
ら
之
を
承
認 

:し
：て
唐
る
事
は
、彼
：れ
■が
其

®

成
物
を
呼
ぷ

u
r

新
な
：：
る
革
命
的
國
家

』

を
以
て
し
て
居
る
に
徵
し 

て
知
る
こ
ど
が
出
來
る
の
で
あ

.るJ.VJ 。
(
c
u
n
o
w
,

 

3
3o\)

，

加
之
斯
く
國

.'.
家

0
撤
駿
、權
威
の
段
：定
を
笫
一

に
置
く

こ
ビ

は
，

M
a
r
x

等
の
立
揚
ょ
り
す
れ 

ば
、ダ
尸
レ
タ
ジ
ャ
：の：支
配
階
級
に
對
す
る
鬪
爭
力
を
減
殺
す

る
も
の
で
あ
る
。

ブ

p

レ
タ
リ 

ャ
は
：其
カ
を
集
中
し
，瓦
先
づ
權
カ
を
略
取
し
、次

い
で

之
を
資
本
家
剝
奪
の
爲
め

に
行
使
し
冬 

け
れ
ば
な
ら

g

の
で

.

.ある
。

:

故
に
上
記
秘
密
囘
狀
は
別
の

|

節
に
記
し
て
云
ふ

"

『

無
政
府
、こ
れ 

.が

.そ
の
皆
領

w
a
k
gp'——

祉
會
主

®
 

_
»:
系

か
ら
れ

C
其
題
號
の
み
を

.

.取
つ
た

Bakunin 
I 

:
.
第
十
七
倍

-

^
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塁
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五
號
 

一六
 

の
.
®

大

V

る
見

-t
i
l：
物
で
あ

.̂

。
凡
て
の
社
會
主
義
者
は
、無
政
府
な
る
語
；に
ょ
つ
て
、左
の
寧
を 

了
解
す
る
。

ブ
ロ
レ
タ

y

ャ
運
動
の
自
標
：た

.
'る
階
級
の
撤
廢
が
一
度

.

.び

.

成
就
.

す
れ
ば
、生
産
的 

大
多
數
者
を
少
數
搾
収
者
の
桎
梏
の
下
に
維
持
ず
る
爲

め
に

の
み
：役
立

~

つ

國

家

の

權

カ

は

.消 

滅
し
て
、政
府
の
任
務
は

^

な
る
管
现
の
任

^

に
‘

轉
化
す
る
ど
云
ふ
こ
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
然

る
に
 

PalHance 

(Balcunin 

の
率
ゐ
る

 

1
/
Alliance de la 

d 
か mocfatie 

socialistey 

は
花
反
對
の
^
動
を

..

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

, 

.

.
•
•
: 

^

取

る

。
：
彼

等

は
•フ
ロ
レ
タ
リ
工

V

の
間
に
、摊
取
者
の
手
中

に

於
け
る
社
會
的
並
に
政
治
的
勢 

力
の
强
大
な
る
集
中
を
，破
興
す
ベ
き
最
も
：確
實
な
る
手
段
ど
し
て

A
n
a
r
c
H
e

を
吹

0

す
る
の

.
 

で
あ
る
。

.而
し
：て
：
此「

ロ
食
：0
下
に
、彼：等：は、世
界
が
ィ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
グ
を
破
壤
し
ょ
ぅ
ビ
し

.
 

て
屈
る

»

間
に
、ィ
ン
タ
ナ
ン
ョ
ナ

^
の
結
來
に
代
ふ

.る
に

A
n
a
r
c
H
e

を
以
て
す
ベ
し
ど
要
求

す
る
の
で
あ
る

」

°
0

§
0

豸「

3
30>)

；

.
 

.

.

. 

.

.

. 

- 

: 

.

.

.

.

•

(

十

5

'

.

:

「

：

以
上
述
ベ
た
ご

,

W
ろ
.に
'由
つ
て
、一
方
に
於
て
は

「
國
家
を
見
る
に
階
級
以
上
に
浮
動
す
る
不 

偏
不
黨
の

'—
-
»威
力
を
以
て
す
る

」

國
家
社
會
主
義
ビ
マ
ル

ク

シ
ズ

ム

€
、他
方
に
於
て
は

「

今
日
ょ 

P

明
日
に

j

國
家
を
傲
廢
せ
ん
ビ
す
る
無
政
府
主
義
と
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
ミ
の
差
別
、は
略
ほ
明
，に

-,

せ
ら
れ

■た
も
の
と
信
ず
る
。

マ
ル
ク
シ
ス
ト
は
終
局
の
目
標
を
國
家
の

A
b
s
t
e
r
b
e
n

R
it
く
.點
 

.■'

.に
於
，て：國
家
泚
會
主
義
蒋
と
所
見
を
異
に
し
、無
產
；階
級
の
國
家
權
力
獲
#
並
に
行
使
を
此
目 

檩
に
到
達
す
ベ

§
第

t

济
步
ど
な

.す
：
.點
に
於
て
、無：政
府
主
義
者
ご
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 

然
ら
ば
マ

ダ
ク
シ

'
ス
ト
ば
無
鹿
踏
級
の
政
權
獲
得
並

' に
其
行
：，使

は

如
.何
な
，る
形
に
於
て
行
は
，

 

る
べ
き
も
の
、匕觀
察
し
て
居
る
か
。
即

•ち
無
：產階

.級
の
政
權
獲
得
は

G
e
w
a
l
t
r
e
v
o
l
u
d
o
n

に
依
つ 

て
行
は
れ
る

か

、

又
は
平
和
的
推
移
が
可
能
で
あ
る
か
。
及
び
政
權
を
獲
得
し
た
後
の
ブ
ロ
レ 

タ
ソ
ャ
は
、

*

裁
の
形
に
於
て

.其
意
思
を
行
ふ
か
域
は
依
然
と
し
て
デ
モ
ク
，ラ
シ
ィ
を
保
^
す 

る「

か
の
問
題
で
あ
る
。
此
問
題
は
新
し
い
問
題
で
は

«

い。：併
し
そ
作
が
近
年
に
至
つ
て
殊 

に
喧
し
い
論

I

 

|

な

0
た
の

g

H

l
 

0

1

1

 

H

Iが
f

に
此
間
題

t

出

し
て
以
來
の
事
で
あ
る
。

;

.

.

.

. 

-

.

.

.

.

•

L
e
n
i
n

は
其
の
周
到
な
る

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

著
作
涉
'獵の
結
架
ビ
し
て
、

M
a
r
x
-
E
n
g
e
k

の
見
解
は
、無

摩
‘階
級
の
政
猶
獲
得
城
も
ブ

\

ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
國
家
の
撤
廢
は

0
。_
ぼ
§
。
ー&

§

に

依

る

に

あ

ら

ざ
れ
ば
不
可
能
な
る
こ
湯
し
て
猫

#
'せ
ら
れ

.た

ft
權
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
ビ
相
對

*

す
る
も

‘

.

.

.
 

.

0

ビ
し
て
の
無
產
階
級
獨
裁

g

形
に
於
て
行
は
れ
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
謂
ふ
に
あ
る
も
の
ビ

' 
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社
曾
主
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と
國
家

 

第
盡
 

一八

の
斷
定
を
下
し
た
。
彼
れ
は
無
政
府
主

_

考

0

國
.家
の

「

撒

f

.

對
し
て
、

w

f

が
國
家
の

>
cr
_ 

s
t
e
r
b
e
n

を
說
い
た
の

は

、

決
し
て
革
命
的
激
變
に
由
ら
ざ
る
國
家
の
漸
次
的
消
，滅
を
說
い
た
も 

の
で
は
な

く

て
、w

n
g
e
l
s

の：眞
意
も
、現
作
の
ブ
ル
ジ
ョ
ク
ジ
ィ
國
家
は
當

3

に

Gewaltrevolution 

に
：依
つ
て
の
み
倒

3

る
べ
き
：も
の
ど
な
す
に

*

り
た
事
を
五
條
に
分
け

H

カ
說
し
て
居
る
。
 

そ
れ
に
依
れ
ば
、第

I
、
w
n
g
e
l
s

が
グ
ロ
レ
タ
ソ
ャ
は
國
家

*

カ
の
：掌
搌
に
依
つ
て
^

た
國
家
を 

國
家

e
し
て

」

廢
止
す
る
ど
云
つ
た
，の
は
、ブ
ロ
レ
タ
ジ
ャ
革
命
に
依
：る
ブ
ル
ジ
ョ
ッ
ジ
ィ
國
家 

の「

廢
此

」

を
意
味
す
な
も

9

で
あ
る
。
皮
：之

A
b
s
t
e
r
b
e
n

の

0
は
、
»

胄
^
義
苹
命
後
に
於
け
る
ブ 

口 V

タ
タ
ャ
國
家

「

の

®

骸
：に
，關
す
る
も
の
で
：あ
る

r

此
革
命
後
に
於
て
ブ
ね
レ
タ
リ
ャ
國
家
、
 

稃
し
く
ば
半
國
家
は
死

..？

る
ビ
謂

<

で
あ
る
。

第
二
、

E
n
g
e
l
s

に
依
れ
ば
、國
家
は

「
「

個
特
殊
の

;»
踺
權
カ

」

で
ゐ
る
。
從
づ
て
グ
ロ

 

V

タ
リ
ャ

•
 
.
 
.
 

-•
 
.
 

.

.

.

.

 

'
 

.
 

:
.

. 

I

......
 

...

抑
腿
の
爲
め
の
ブ
ル
、

V

ョ
フ
ジ
ィ
の
特
殊
權
力
は
、ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
の

「

特
殊
抑

0
權
力

」

を
以
て 

A
t
ら
れ
ね
は
な
ら
ぬ

X

無
產

'階
級
獨

a

o
こ

れ
が
即
ち
國
家

S

し
て
の
國
象
の
廢
止
で
あ
る
。

y
 

.

. 

い
：
.
..

■;
::;

ン

.

' 

:
 

h

 

.

 
I:

.而
し
て
此
の
ブ

\

ジ
ョ
；
ヮ

ジ

ィ

の

抑

M

權
カ
と

K

 

ロ
レ
タ

ソ

ャ
抑

|1
權
力
ヒ
の
交
代
は
、斷じ 

.てっ死

C」

の
方
法
を
敗
て

.行
は
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。

卜
第
，三

* Ka
g
e
h

の
；所：謂

-國
象
の
死
：

0

夂
，は

」

入
眠

_は
1

社
會
の
名
に

^

て

f

る
0

家
の

)
y

產
用
具 

掌
搌

」

以
後
、即

ち
社
會
主

_

革
命
の
時
期
.に
關
す
る
も
の
で
あ
る

0:
0 

.し：て
此
時
期
に
於
け

る 

『

國
家

』

の
形
態
は
最
宪
全
な
る
デ
モ
ク
夕
シ
ィ
へ
で
あ
る
。
ブ
ル

.ジ
ヨ

';
ソ
國
浓
は
た

>

oewai- 

trevolution

の
み
能
く
之
を
廢
あ
し
得
る
。
國
家
當
體
、即
ち

M

究
全
な
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
は
、能 

〜

死
亡
し
得

‘

の
、み
で
あ
る

:0
':ぐ

'

へリ

.
 

. 

;

.

.

.

.
I
.

;:
..
 

.
 
‘.
： 

：
.
.
.
：

_

四、I
1S

の〉

國
，家，の

l

l

n
な

l

_

l

u:無
政
府
主
義
者
に
反
對
す
る
許
り
で
な 

く
、ま
た

『

自
由
な

'る，
2

1

衆
國
家

』

なる：成
語
の
流
布
者
に
反
對
す

る

も

の
で
あ

'る
。

E
n
g
e
l
s

は
此 

成
語
を
煽
動
上
の
理
由
か
ら
姑
ら
く
寬
假
し
て
ゐ
た
に
過
ぎ
す
し
て
、學
問
上
に
は
不
完
全
な 

る
：も
：
の

ビ

し

て

之

を

排

斥.し
た
：の
で
あ
る
。
苟
も
國
家
は
何
れ
も
抑
®
權
力
な
る
が
故
に
不 

自
由
な
る
も

0

:.で
あ
り
て
、決
し
て
民
衆
國
家
で
は
な
い
。

/
.

第
五
、

E
n
g
e
l
s

はM
a
r
x

ビ
共

R

.常
に
ブ

,

ジ

ヨ

ソ

國
家
に
關

し

V

はGewaltrevolution

の
避
く 

可
.炉

&
.ざ
る

Z

と
.を
說
き
、獨
逸
社
會
民
主
黨
員
に
向
つ
て
一
八
七

<
年
か
ら
一

A

九
四
年
に 

至
る
ま

.で、執
拗
に
實
カ
革
命
の

|

讃
美
歌
を

.唱
へ
て
聞
か
せ

.た
。

“
而
し
て
こ
れ
は
決
し
て
論
爭 

上
の
，興
奮
の
結
架
で
も
大
言
壯
語
で
も
な
く
て
、實
に
民
衆
を

0

§
&

ョ
く
。
ー&

§

に

關

す

る

斯

る

.

.

.

.

. 

. 

.
• 

.

.
’：.-

，パ.

.
I
 

:
.
. 

’

:
第

十

七

粒(

六
九
.一)

論

:现

:'
社
會
主
義
ミ_
家
：
 

第
3£
號 

一
九



第
十
七
後
；

(

六九ニ

)

論

0

社會主

f

國

率

， 

第五號
 

rl〇

 

見
解
に
敎
育
す
：：る
必
耍
に
出
で
：た
も
の
だ
と
_
ふ
の
で
あ
る
。

而
し
て

1̂

15-
は
上
記
の
說
を
總
括
し
て

「

.ブ
ロ
レ
タ
ソ
ヤ
國
家
を
以
て
，フ
ル
ジ
ョ
フ
國
家
に 

代
へ
る
こ

^

はGewaltrevolution

な
ぐ
し
て
は
之
を
行
ふ
ベ
炉
ら

t '
9 

;フロ：レ
タ
ソ
ヤ
國
家
の 

排
除
即
ち
國
家
其
者
の
排
除
は
：

A
b
s
t
e
r
b
e
n
:

の
方
法
に
於
て
の
み
可
能
で
あ

4

云
ふ
の
で

あ
る
 
0

P

S
P-
3S
-2
I)

-
.
.
.
.
. 

.

.

.

.> 

. 

.

.

.

.

.

M
a
r
x
,

rrl
ngels 

•は
艰
し
て

Gewaltrevolution .

に
依
ら
ざ
る
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
支
配
ど

.フ
W

レ
タ

リ
ヤ
支
配
と
の
交

^

^

不
可
能

®

ど
^

め
て
，ゐ
た
か

。

.
,

:

:

.+

穴)

L
e
n
i
n

は
.An

t
i
-
D
g
l
i
n

/Q

の
：1

節
に

E
n
g
e
l
s

の「…
G
e
w
a
l
t

が
歴
史
上
に
於
て

M

に
別
の
役
目
，即

ち
荜
命
、的
役
目
を
勘
め

る

こ
f

のM
a
r
x

の
語

V
J以
て
云
へ
ば
二
新
社
會
を
孕
め
る
各
舊
社

.
•
 

.

:
 

.

.

.

.

.

. 

" 

.

.

.

.

.

.

會
.の
.
.肋
.康

y

/2
_
る

乙

.の
社

.會
的

.運
動
：
^

賞
.徹
せ
ら

.れ
て

M
«1
死
.
^
.せる
：政
治
形
態
を
破 

鐵
す
る
爲
め
の
用
具
た
る
こ
さ
、

こ

れ
.に
就
て

は

D
s
r
i
n
g

氏
は

J

言

を

も

吐

：
い

て
M

ら
ぬ
。
：：
 

氏
は
た

ヾ
呻
吟
嘆
息

「

.の
下
に
搾
取
經
濟
の
類

®

の
爲
め
に
は

0

^

1
は
恐
ら
く
必
要
な
る
ベ 

し

-
不
幸

^
し
て

I

何
匕
な
れ
ば

G
e
w
a
l
t

の
行
傲
は
必

t

典
行
使
潜
を
墮
落
せ
し
む
る

' 
か

V
J

の
可
能
を
承

':認
す
る
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
。
而
か
も
乙
れ
を
革
命
成
就
の
必
然
の

結
果

I

六
る
道

.德
：的
精
神
的
高

_

0

事
實
を
顧
み
す
し
て
云
ひ
、又
餘
義
な
く
せ
ら
れ

.
た
る

0
力 

的
»

突
が
、少
く
も
三
十
年
戰
爭
の
自
邡
を
脫
出
し
ャ
國
民
的
意
識
に
突
久
せ
る
卑
屈
を
一
輝 

す
る

:
の
利
益
ぁ
る

V

き
獨
逸
國

R

於
て
こ
れ
を
謂
ふ
の
で
ぁ
る
。
而
し
て
此
の
疲
勞
せ
る
無

味
無
力
の
說
敎
師
的
思
想
が
糜
史
上

U

於
け
る

.最
急
進
的
な
る
革
命

M
に
岗
迫
し
ょ
ぅ
ヾ
し
す

.
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.
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• 

:
::

る
の
か

」

。
ビ
記
し
て
ゐ
.る
の
を
：引
用
し
？

{
VO)

又「

哲
學
の
貧
困

」

の
.尾
節

「

共
產
黨
宣
言

J

一
 

八
七

S： 

年一
:0
0
0
泛
_

領
批
部

0

書
簡
を
指
；摘
し
て
：居
る
。
而
し
て
.其
の
指
定
せ
ら
れ
た
場
所
に
は
何 

等
の
階
級
何
等
の
階
級
：衝
突

.
‘か
な
く
な
つ
た
曉
に
於
て
の
み

「

祉
，
的
進
化
は
政
治
的
革
命
た 

ネ
こ
？
を
已
め
る
で
ぁ
ら
ぅ
。

d

時
に
至
る
迄
；は
社
會
の
一
般
的
改
造
の
俞
夜
に
於
け
る

0 

會
科
學
の
最
終
の
語
は
常
に
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i
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又
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レ
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達
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或
職
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達
す
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ミ
、從
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或
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多
ぐ
或
は
少
く
臘
れ
た
形
で
；行
は
れ
來
つ
た
內
飢
が
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た
る
茁
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に
破
裂
し
、ブ

,
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e
w
a
l
t
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に
よ
っ
て
ブ
ロ
レ
タ
タ
ャ
は
其
支
配
を
確
定
す
る
/共
產
黨
宣 

言」

第
，一
節

)
ご
云
っ
：
て

居

る
.の
.はr

何
れ
も
確
か
に

C

の
解
釋
の
左
券
ビ
な
る
べ
き
も
の
で 

あ
る
。
併
し
乍
ら
是
れ
が

M
a
r
x
l
E
n
g
e
l
s

所
說
の
全
部
で
は
な
い
。
卜
き
ゴ
の
别
證
は
明
に
偏
し 

て
居
る

o

w
n
g
e
l
s

は
執
棚
に
暴
力
革
命
の
讃
美
歌
を
歌
っ

て

聞
か
せ
た
と

‘c

が
云
ふ
な
ら 

ば、词
時

に

彼
れ
が
別
の
機
會
に
は
平
和
手
段
の

«

美
歌
を
歌
っ
て
居
る

(
M
i
n
e
r

の
ロ
物
を

學 

ぶ)

事
實
を
示
す
；こ
ビ
も
決

-.
1
,て
濰
事
：でな

_
い。

:彼
れ
は
決
し
て
：常
に
武
命
を
歡
迎
し
た 

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
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丨
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ら
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x
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r
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n
k
r
e
i
c
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に
 

對
す
る
一
八
九
五
年
三
月
五
；日
附
の
序
文
の
一
節
で
あ
る
。
そ
れ

.
に

は

謂

ふ

、

「

世

界

歴

史

の

皮 

肉
は

1'

切
の
も
の

I

倒
せ
し
む
る

。

,

る
場
合
に
、違法

'手
段
、基
命
に
：
出.づ
る
場
合
よ

b

も
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か

R

よ
く
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功
す
る
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反
之
自
ら

『
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な
な
と
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す
る
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っ
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れ
た
八
口
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狀
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の
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に
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す
る 
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で
あ
る
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彼
等
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し
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性
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し
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此
の
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&
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澤
よ
き
頗

S
を
得 

て
"永
遠
の
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虽
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1
*る
。
而
し
て
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が
彼
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す
爲
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に
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街
戰
に
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投
ず
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こ

V

を
せ
ぬ
限
り
は
、箱
局
彼
等
の
爲
す
ベ

き

こ

は
、彼
等
に
収
つ
て
し
か
く
致 

命
的
な
る
此
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法
性
を
破
壤
す
る
こ

V
,

の
外
に
は

#

せ
ぬ
の
で
あ
る
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?
(
s
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而
し
て

M
n
g
e
l
s

が
少
壯
時
代
に
叫
實
ヵ
革
命
主
鐵
者
で
あ
っ
た

』

の
が
加
齡
と
共
に
其
怠 

見
が

^

熟
し
、穩
和
化
し
た
ど
云
ふ
解
釋

0

必
し
も
當
ら
ざ
る
こ
と
は
、彼
れ
が
ニ
十
七
歲
の
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に
.起
草
し
て
終
に
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表

'せ
ら
れ
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'
に
終
つ
た

r

共
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Bernstein 
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に
依
つ
て
も
锻
は
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
問
答
體 

R
書
か
れ

て
ゐ
る

此
の

f

 
I

。
0
:第
十
：六
間
：は

「

私
有
財
產
.の
平
和
的
方
法
に
於
け
る
廢
止 

は
可
能
で
あ
る
だ
へ
ら
ぅ
か
一
で
あ
る
が
、此

K-
對
し
て

E
n
g
e
l
s

は
答
へ
て
、

'此
事
の
行

‘は
る
ベ
&
己
 

は
、最
も
，紫
ま
し

.い
？
.
共
產
丰
義
者
は
疑
も
な
く
此
事
に
反
對
す
.る
最
後
の
者
で
ぁ
る
だ
ら 

ぅ

'0
典
淹
主

.義「

者
':は
.凡Y

ての
/!i

叛
が

®

に
無
用
の
み
な
ら
ず
、却
て
有
害
な
る
乙
と
を
熟
知 

む
て
，居
る
。
.
彼
等
は
革
命
が
故
意
に

®

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、常
に
如

M

な
る
場
合
に
も 

全
然
個
々
の
黨
：命

1

の
階
級
の
意

®
せ
，指
導
ど
に
關
係
な
く
、盼

0;
«
情
の
必
然
的
結
來
な
る 

こ
ビ
を
熟
知
し
て
居
る
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併
し
乍
ら
同
時
に
彼
等
は
殆
ど
凡
べ
て
の
文
明
國

R
於
て
ブ
ロ
レ 

タ

y

々
の
發

'達
は
强
：制
的
に
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腿
せ
ら
れ
、そ
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に
依
っ
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共
產
主
義
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反
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者
は
全
カ
を
似
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.
て
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^
^
力
し
て
居
る
.こ
と
を
誕

め
-

.

る
も
の

.で
あ
る
。

斯
く

.す
る
こ
と

.に

:^
て
遂 

に

抑
滕
せ

ら
れ
た
る
。
フロ

 

y

タ
リ
ャ
を
驅
つ
て
革
命
を
起
こ
す
に
至
ら
し
め
た
な
ら
ば
、共
齑 

'
.主
義
者
は
今
日
言

1
を
以
て
行
ふ
如
く

 

T
a
t

を
以
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
エ
グ
の
主
張
を
擁
議
す

る
 

で
あ

&.
ぅ
\
ヒ
言

0

て
：居
る
の
で
あ
る
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へ

’

是
に
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觀
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に

&
^
皆
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_

ょ
-
 ̂Gewaltrevolution

の
不
ド
認
者
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
乂 

決
し
て
常
に
牵
：ヵ
の
，謳
歌

_

讃
美
者

'で
あ
つ
た
ビ
は
云
は
れ
ぬ
の
で
あ
る

.

其、著
作
の
.全
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を
，■

.
じ
て
見
れ
；ば、

£
月
€
<
は

プ
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ジ
ャ
の

政
權
掌
提
が
平
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手
段
k
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l

つ
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行
は
れ
得

g

場

合
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.
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に
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:
ま
る
も
の
で
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力
が
：牛

.

.

.

. 

. 

■ 

. 

. 

_

.- 

.

.

- 

.

和
：手
段
ょ
な
免
歡
迎
す

.べ
き
ネ
：の
な
る
事
は
必
し
も
主
張
し
て
居
：も
ぬ
？
彼
れ
の
暴
力
を
學

'歌
す
る
か
の
如
き

•章
句
を
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用
す
る
こ
と
は
固

X 

A
y 

0
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で
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し
こ
れ
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。

；
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ベ
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。
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e

 

Nlanifest 

8*autorisierte 

A
u
s
g
a
b
e
,

 

4
4
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.

.

.

.
r
: 

. ••
 

■ 

. 

.
'
'
, 

' 

. 

,
.
- 

.
一
.

-

.

. 

し..

一

ダ
ラ
シ
ィ
の

.
獲
得

.は：直
ち

K

ブ
' ロ
レ
タ
ジ
ャ
の
政
權
掌
握
を
邋
味
し
て
は
ゐ
な
い
。
所

結
社
の
自

1±
1
等
を
注
ネ
る
內
容
ご
な
す 

デ
：モ

.ク
■，ラ
' 
シ
‘ィ
.の
獲

#

は
直
ち
に
普
通 

る I
A

、
f 叫
ち

^

i
±
,lM

a
r
x
,
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號

£
ハ
 

に
於
て
は

「

常
は
間
接

^
、併
し
を
れ
丈
け
愈
々
循
實
に
其
威
カ
を
行
ふ
。
第
一
に
は
、贩
接
な
る 

,官
輿
腐

.敗
の
形

.
K
.於
て
、(

泄
米
利
咖

)

齡
ニ

^
'は
政
府

‘と
取
引
所

€

の『

同
胞
提
携

』

に
^

0.
て
し
と
記 

し
て
居
る
に
徵
し
て

も

(ursprung 

der 

F
a
m
i
H
e

 

s. 

1
8
1)

デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の

©

現
は

€

ち
に
ブ

が

.

.•
 

-
 

.

.

.

.

.

パ

'
.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.

. 

. 

• 

.

ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
の
國
家
權
力
喪
失
を
韋
味
す
る

i
 Q

で
は
な
く
て
、民
主
的
共
和
國
が
猶
ほ
能
く 

資
本
主
義
、ブ
ル
ジ
ョ

V

ジ
ィ
：の
支
配
と
兩
立
し
得

^
も
の
な
る
こ
ビ
は
明
白
で
あ
る
。
ブロ 

レ
タ
ジ
ャ
が
支
配
：階
級
ど
な
；るに
は
、デ
モ
ク
ラ
レ
ィ
を

$

礎

S
し
て
、&
に
其
上
に
プ
ロ
レ
タ 

リ
ャ
の
擻
量
的
：精
神
的
に
發
達
す
る

f

ど
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
吾
令
に
取

つ
て
の
問

®

は、
#

竟
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
實
现
せ
ら
れ
て
あ
る
國
に
於
て
、ブ
ロ
レ
タ

y

ャ
は
を

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

 

,

の
»
,量
的
精
神
發
達

^

#
ひ、果
し
て
議
會
を
通
じ
て
弗
和
合
法
的
手
段
に
依
つ
て
能
く
國
家 

權
カ
を
掌
振
す
る
乙
ビ
：，か

'出
；來

.る
か
.否
か
の
：r

事
に

»

着
す
る
。

«

し
此
事
が
可
能
な
ら
ば
、
 

ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
國
家
は

Gewaltrevo 
一
 u

t
i
o
n

R

依
つ
て
の
外
之
を
錢
业
、す
>へ
き
途
が
な
い
ど
云

.
 

.

.

.

.

. 

■ 

■ 

. 

.

.

.

. 

.

'

.
 

: 

.

.

. 

.7 

.. 

.-

ふL
e
n
i
n

0'

主
張
は
破
れ
ざ
る
を

#

ぬ
の
；で
あ
る
。

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

が
暴
力
行
使
の
價
雜
を
說
い
た
も
の
と
解
す
べ
&
章
句
は
決
し
て
乏
し
く
な 

い
o 

X
3S-
は
引
用

-t
セ
居
ら
ぬ
が
、M

a
r
x

は
一
八
四
八
年
十
一

月

七

日
^
s
e 

Rheinfsche z'eftua.Q

に
.揭
：げた
文
章

■中
に

『

舊
社
會
の
斷
末

•魔
.の
苦
痛
、新
社
會
分
娩
の
苦
痫
を
短
縮
し
、輕
易
に
し
、集

I 

• . 

I
:
.
:
.
.

中
す
る
方
法
は

■{
!

か
に

1.

あ
る

Q

み
、
o.
e
r
 

revolutio

g:re 

T
e
r
s
r
i
s
m
u
s

が
そ
れ
で
あ
る

」

と
謂
ひ
、
 

(
A
u
s

 

d
e
m

 Literarischen 

<
o
p 

w
a
^
w 

u
n
d

 Ferd. 

Lassalle 

III, 

w
d
. 19

9
)

又
議 

會
輕
侮

0
意
を
表
し

.て
は
、「

救
治
す
ベ
，か
ら

.ざ
る
議
會
的
屈
列
陳
病

(

痴
愚

)」

な
る
語
を
用
ゐ
.之
を 

說
明
し
て

「

そ
の
不
幸

f
tゐ
患
者
を
し
て
全
世
界
と
其
運
命
、ぽ
未
來
は
光
榮
に
も
彼
等
を
其

_ 

員
を
す
る
特
殊

©
代
議
_

_

に
於
け
る
投
禀
に
依
つ

'.
て
左
右
決
定
七
ち
る

A

も
の
と
の
摄
高 

な
る

7®
気
を
眩
か
し
む
る
疲

1丙」

な
6

ご；
稱
し

V

居
る

{K.evolutiBundKstrerevolution,s. 107/
108)

是
等
は

Q
§
p

ぼ
s

o
cr
t
i
o
n
に
依
る
の
外
ブ
ル
、、
シ
ョ
ヮ
ジ
ィ
國
家
は
之
を
廢
止
す
る
の
途
な
し 

ヒ
主
張
す
る
者
に
取
づ
て
有
利
な
る
章

.：句
で
あ
ら
ぅ

0

併
し
乍
ら
、他
の

一

方
に
於
て
®
等
は 

明
か
に
ブ
ロ
レ
タ
：ジ
々
の
政
權
掌
振
；か
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
發
達
せ
る
國
に
於
て
行
、は
る

、

® 

合
と

.雜
ら

ざ

る
國
に
於

.て
行
は
る
、
場
合
ど
を

^

別
し
て
、前
の
場
合
に
於

V

は
、此
事
.の適
法

.... 

. 

'

:
: .
 
. 

■ 

; 

I..

手
段

に

依
つ
て
平
和

.：
の

翻

に:-
..行
«

れ
得
る

こ

S

を
認
め
て
ゐ
れ
も
の
と
當
然
解
釋
し
な
け
れ 

ば
な
ら

g

言
說
を
な
し
て

居
る

の
で

あ

る

。
.
即
ち

E
n
g
e
l
s

は
旣

:n
其「

共
產
主
義
綱
領

」

の
一
節 

に「

«
命
は
，：

.：

..
®

主
的

.國
_:家
：組
織
を
造

!>
:
、
:^
れ
に
依
ふ
て
直
接
間
接
：に
，フロ
レ
タ
ジ
ャ
の
政 
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验
パ
七
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社
會
主
賴w

國
家
：：
；
 

：

第
‘五

魄

二

八

治

的

支

配

を

送
.々

出
：す

で
あ
ら

ぅ
。

プ
ロ
レ
タ
タ
工

，
が
旣
に
人
民
の
多
數
を
占

ひ
る

英
國 

に
於
て
は
、直
接

^
、

〔

未
だ
然
ら
ざ
る

〕

佛
蘭
西
及
び
獨
逸
に
於
て
は
間
接
に

」

00
,
星
。

S
謂
ひ
、夂
 

M
a
r
x

は」
<

七
ニ

年
：：

H
a
acr
q
に
於
け
る
ィ
シ
タ
ナ
シ
ヨ
ナ
ル

t

議
閉
鐵
後
、

A
m
s
t
e
r
d
a
m

の
民
艰 

.大：

會
に
臨
ん
で
.®み
た
演
：說
の
二
節
に
次
の
如
く
述
べ

ft
。
日
く
、

#

働
者

は
、
*
勞
働
組
織
を 

建
設

.す
る

.爲
め
に
，何
時
か
：政
；治
的
：權
カ
を
手
中
に
掌
搌
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

彼
れ
は
舊
制 

度
を
維
持
す
る

*

政
.治
を
傾
：複
し
な

.け
れ
ば
な
ら
ぬ
。：
：
併
し
乍
ら
吾
々
は
此
目
的
に
.到達 

す
る
方
法
が
何

®

に
於

.て
も
同
一
な

6

ビ
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
人
は
異
な
る
地
方

の
制
度
風
俗
習
慣

.を
顧

.僚
し

_な
け
：れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ビ
を
知
つ

V
.

居
；る
。
“
而

レ

て

吾

人

は

煎

米

; 

.
 

•
 

.

.

. 

.- 

,

.

利
加
英
吉
利
の
如
く

 

I

:
又
若
し

.私
が
：貴國
の
制
度
施
設
を

M

に
ょ

く

知
つ

/2
な
ら
ば
、恐ら 

く

附

加

へ

て

云

ふ

.
，で

あら
ぅ

^

^

:^
1|
の
如
く

^

働
者
が
牟
相
⑽
方
法
に
依
つ
て
此
目
的
：に
 

到
達
し
得
る
國
の
あ
る
こ

^
を
否
定
す
：る
も
の
で
，は
な
い
。
：'然
し
此
事
は
凡
て
の
國
に
於
て 

然

る

も

の

.

.
'
で

は

な

い

 

J
îN
i
t
i
e
r
t

 bei K
a
u
t
s
k
y
, D

e
m
o
k
r
a
t
i
e

 o
d
e
r

 Diktatur 

S
2〇 S. 
1

0)

。

故

に
 M

a
r
x

 

が 

K
#J
部(

八

七

一

.

.
年

四
月

十

ニ

日) K
u
g
d
m
l

宛
書
：
簡

中

に

^
.
來
0;
:如
く
、宵
僚
的

m

ra
的
機
關 

を

'

1

の
手
か
ら
他
の
宇
に
移
す
こ

V

で
な
く
、之
を
紛
碎
す
る
こ
ぶ
を
以
て
、

「

大
陸

t-
c
於

}?
る
眞

の
民

^:
革
命
の
豫
備
條
，
と
し
た

(
N
e
u
e

 

Zeit 

Jahrg. 

2
0
, 

B
d

 

I, 

S. 

.709)

第
意
は

L
e
n
l
a

の
謂
ふ 

が
如
く
常
時
の
英
國
は
未
だ

.1

ク

タ
リ
ズ
ム
な
く
官
僚
政
治
な
き
純
資
本
主
義
國
の
典
型
で 

あ
つ
た
か
ら
之
を
除
外
し
！，た
の

で
は
な
く
て
、

デ
モ
ク
ラ
シ
；ィの
發
達
せ
る
國
に
於
け
る
ン
匕
然

,
! 

. 

•• 

. 

• 

I .
.

ら
，ざ
る
國
に

於
け
る
ビ
に

F1
1

0
て
ブ

':
ロ
レ
タ
リ

ヤ
が
其

「

目
的
に
到

達
す
る
方

法

の

，
：•
'■

同

一 

な
ら
ざ
る
こ
ど
一
を

謂

ふ
に
あ

^V

し
と

解

#
：す
べ
&
も
の
で
あ
ら
ぅ

(sautner, Bolschewlsmus 174)。

此
：解
釋
は

M

に

Engels

'
の

E
r
f
u
r
t

綱

®
,枇
：評
書

®]の
：！

節

に

由
9
;て
最
荷
カ
な
る
後
援
を 

受
け
て
ゐ
る
.。

を

れ
.に
日

<;「

議
會

V
d
k
s
v
e
r
t
r
e
t
u
n
g

i:
一
 

切
權
力
が

集
中
せ

ら
れ
、人
说

の
多
數 

を
背
後
に

.有
す
る
や

^

や
，立

.憲
的
に
如
：何

「

な
：
る
事
を
も
意
の
如
く

■行

a
:得
る
諸
國
で
は

»

社
：
 

會がー

.發
達
し
て
平
和
的
に
*
社
會
に
化
成
し
得

る

こ
ビ
は

考
へ
得

ド
き
と
こ

/)
で
あ

る
。
佛 

齒
：西

11
1*
米
利
加
相
如
き
：民
主
：的
：共
和
國
、：
：

王
朝
が
民
，意
に
對
し
て
は
無
力
で
あ
る
と

こ
ろ 

の
英
吉
利
の
如
き
苯
國
は
牟
に
を
れ
、で

あ
る

」

s

?
rn
i

し
て

彼
れ
は
獨
逸
を

足

等
諸
國
ビ
相
對 

照
せ
し
め
ヰ
獨
逸
に
於
て
一
個
の
公
然
共
和
主
義
的

な
る

綱
領
を
立
て
、

は
な
ら
ぬ

事
實
其
激 

が
、此
國
に
於
て
：安
へ
樂
：平
和
な
る
方
法

〗

を
：以
て
：共
和
國
を
建
設
す
：

る
'こ
ど

、
®
に
共
和
國
の
み
な 

ら
ず
、共
產
主
_
社
會
を

.も

.建
設
す
る

'を
#
ベ

し
ビ
す
る
こ
ビ
の

如
何
に
®
し
き
幻
想
な
る
か 

第
十
七
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義
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三
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を
靜
明
す
る

」

ご

云

ク V

 

居
る
の
で
あ
る
。：

(

2:与 

Kritik 

des 

s
o
z
ialdemokratlschs 

p
r
o
g
r
a
m
m
e
n
t
w
u
r
f
s

 

N
e
u
e

 

Zeit 

X
X
,

 
i; s. 

I
P II.)

;
.以
上
の
引
，照
，に

rt
l
て
觀
れ
ば
、ブロ

 

y

 .

タ
：？

：

ヤ
の
國
家
權
力
，

•振
、卯
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ

W 

家
の
廢
止
は
何
れ
の
國
に
於
て

も

マ
0

にGewaltrevolu.

o-n

の
方
法
に

K

つ

て

の

，
^

^

ょ

る

ベ
 

し
と
云
ふ
の
が

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

の
眞
意
で
あ
る
ど
云
ふ
へ

L
e
n
i
n

の
主
張
は
、抵
だ

1

屈
せ
る
引
證 

を
典
據
ど
す
る
も
の
だ

V

謂
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
彼
等
は
或
國
に
於
て
ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の 

勝
利
が
安
樂
平
和
の
方
法
に
依
つ
て
實
現
せ
ら
れ
得
べ
し
ど
信
す
る
こ
ど
の

r

甚
し
き
幻
想
な 

る
こ

€

を
訓
へ
る
ど
共
に
、他
の
或
國
令
に
於
て
は
平
和
的
推
移
：の可
能
な
る
こ
と
を
認
め
て 

居
る
。

ro
'
-し
て
此
の
一
一
つ
の
可
能
の
孰
れ
に
該
當
す
べ

S

か
は

.|
1
:國
々
に
於
け
る
デ
モ
ク
ラ 

シ
ィ
完

*

の

^
度
.匆
何

.
^
.由
る
の

.で
あ

.る
0
,. 

■
..■

Kautsky.

パが
：「Ma

r
x

 

:及
.び
.：'

E
n
q
e
l
s

は
叱
政
策
こ
介 

て
常
に
民
主
的
諸
國
ビ
非
民
：主
的
諸
國
ぐ
の

.間
に
：大
な
る
差
別
を
：設

け

]|
0
者
に
就
て
は
平
和

^̂
 

的
方
法
に

*

る
ブ
口
レ
タ
ソ
ヤ
の
政
權
略
取
を

■可，能
杏
な
蓋
然
と

—

め、露
獨
.燠の
如
き
軍
閥 

王
國
に
於
て
は

Gewaltrevolution

を
避
く
ベ
か
ら
ざ
る
も
の

5

認
め
た
ズ
云
ふ
の
は

(Demokratie 

:〇
ier biktatur, 

IO/II)

疋
當
な
る
解

_

ビ
す
、、
へ

&

も
の
で
ぁ
る
。

‘：f
十
八)

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

は

：ブ

ロ

レ

、
タ

タ

ャ
0:

平
.和
的
方
法
に
依
る
國
家
權
カ
槳
握
の
可
能
'を
認
め

た
 

e
云
ふ
解
釋
に
對
し

’て
旁
諸

.̂

な
る
べ
き
も
の
は
、彼
等
の
普
通
選

.擧
權
の

®

値
に
對
す
る
見

' 

解
で
，あ
る
。
暴
力

.革
命
に
依
ら
ざ
る
グ
口
ど
タ
ソ
：ャ
の
政
權
略
取
を
不
：可
能
視
す
る

L
e
n
i
n

は 

然
普
通
蟬
^
の
價
値
を
輕
視
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

彼
れ
は

^

主
共
和
國
が
資
本
主
義
の

* 

好
政
治
的
被
禝
ど

;«
し
、之
を
：得
て
資
本
の
威
カ
は
愈
令
確
實
黎
固
之
な
る

乙
レ
レ
を
述
べ
た
後
、
 

『

见
に
猶
ほ
特
說
し
な
げ
れ
ば
な

：

ら
ぬ

Co
.4

M

f

が
最
大
の
明
確
を
以
て
普
通
選
擧
權
を
稱 

し
て
ブ
ル
ジ
ョ
フ
ジ
ィ
支
配
の
，爲
め
の
武
器
な
し
た

Z

ビ
で
あ
る
，

*
云̂
ひ
、

E
n
g
e
l
s

がUrsp-

.. 

. 

.

.

.

.

. ...... 

■ 

- 

I 

■ 

■

";
.
.
.

s
n
g

 der F
a
3
r
i
i
e

の

.

j

節
に

『

普
通

®

尺
：度：であ
る
。
を
れ
は
今
日

0. 

國
家
に
於
て
は
決
し
て
此
以
上

力

る
こ
ビ
能
は
中
、又
此
以
上
た
ら
ぬ

で
あ

ら
ぅ

^
, 

MCO
2)

と

記 

し
.た
の

.を
引
用
し
て

.雇

る

。
：:;
而
し
て
萆
に
附
加
し

て「

我
が
社
會
革
命

黨
並
に
メ
ン
シ
文

#
キ
 

1

_

の：
小
ブ
々
ョ
ヮ
民
生
々
：義者
、並に
；

其
：
兄
：弟
ぬ
る
西
歐
羅
巴
の
社
會
シ
ョ
ク
ギ
ニ
ス
ト 

並にへ機

#

主
義
者

.は
、正

に
普

®

選
；擧

權

か

ら『

多
く』

を

豫

期
し
て
居
る

0

彼
れ
等
は

自
ら

普
通 

*

擧

ff
i

は『

今
H

の
國
家
に
於
て

J

勞
働
民
衆
の
多
數
の
意
思
を
表
示
せ

し
め
、又
其

遂
行

を

確
保

第
十
七
盤

C

七
〇
三)

論

說

:
.社
會
主
蕺
と
國
家
 

第
五
趿 

三ー
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〇四)
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:

^
:;
豳

, 

f
 

 ̂

三ニ
 

ず
る
こ

£

を
得
る
も
の
ミ
の
謬
見
を
抱
ぎ
、且
つ
之
を

^

衆
に
傳
へ
る
も
の
で
ぁ
る

」

，̂

云

ク

て
 

居
る

。

(staat u
n
d
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併

し

IVfarx-Engds 

♦か
普
通
選
擧
權
に
單
に

'ブ
ロ
レ
タ
タ
ャ
の
成
熟
尺
度
た
る
ょ
ム
も
多

く 

の
解
を
槃
け
た

 

>」

解
す
べ
き
理
は
、彼
等
が

Guesde, 

Lafargue 

?
共
に
校
訂
し
た
怫
關
西
勞 

働
纖
の
綱
領
中
二
八
八

o

年
L
e

 

H
a
r
r
e
0
.
l大
會
に
於
て
採
用
せ
ら
れ
た
る

^

見

ff
l

s
れ
る
。
 

彼
等
が
獨
逸
耻
會
鐵
の
綱
領
案
に
加

-
た
批
評
の
嚴

'格
で
ぁ
ク
，

.：た
事
實
を
願
み
れ
ば
、此
の
佛 

蘭
西
に
於
け
る

マ
：
ゲ
ク

ス
ノ«

の
綱
領
が

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

の
意
思
に
反
す
る
章
句
を
揭
げ
た
も
の 

ビ
は
解
せ
ら
れ
ぬ
。
而
し
て
其

1
へ
節
は「
為
，斯
く
の
如
き
龃
織
は
ブ
：ロ
レ
タ

ソ

ャ
に
提
供
せ
ら 

れ
た
る
一
切
の
平
段
を
以
て
，努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
手
段
中
に
は
普
通
選
舉
權
も

 ̂

ま

ft
，
る
。
普
通
選
擧
權

’ば
斯
ぐ
し
て
從
來
の
如
き
詐
潙
の
手
段
か
，ら
傅
じ
て
解
放
の
手

.段

，じ 

な
.る.JVJ.

云
.つ
て
居
る
の

.で

..あ

.る

.

(transforms. ce:moyen. de 
duperle 

q
s
l

'
an>
>
t
d

 j
s
q
u
y

5:
s
.
 _ instrument 

^emancipationNItiert:

cr
e
i Ma

u
t
n
e
r
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6)

0 

.

E
n
g
e
l
s

は
ff
i

に

KIasaenk

p:m
p
^
i
n

 F
r
a
n
k
r
e
i
c
h

の
序
文
中
獨
逸
社
食
黨
の
錄
速
な
る
餞
速
を
叙 

し
て

「

獨
逸
勞
働
者
が
一
八
六
六
年
に

㈱
.

用
ゼ
ら
れ
た
普
&
選
擧
權
を
利
用
す
る
の
方
法
を
解

し
た
そ
の

ff
l

解
の

®

め
に
、馏
く
ベ
き
黨
の
發
達
は
#
ふ
ベ
か
ら
ざ
る

--
M

字
に
.於
て
全
世
界
の

, 

.

•

. 

. 

.
I 

• 

• 

. 

-

前
に
展
示
せ
ら
れ
て
居
，る』

と
云
ひ
、处
に
社
#
:
黨
鎭
腿
法
下
、並

K

此
法
の
撤
廢
後
に
於
け
る
社 

會
黨
得
票
の
激
增
を
記
し
れ
；後

「

政
府
ど
支
配
階
級
と
は
そ
の

#

ゆ
る

f

段
を

——
無
益
無
意 

義
«

效

に

§

の
無
力
の
一
目
瞭
然
た
る
證
據

：

*:
此
瞪
據
は
幾
^
萬 

を
以
て
數
へ
る
.の「

で
あ
，る
。：；

國
家
の
敗
は
窮
し
、勞
働
者
の
道
は
始
め
て
_

け
^

0

3
 

0
H

a
m

 

E
n
d
e

 

s
d
n
e
s

 

Lateins, 

die 

Arbeiter 

e
s a

m

 

A
n
f
a
n
g

 

des 

i
h
r
i
s
r
r

 

併
し
乍
ら
獨
逸
勞
働
者
は
加

. 

•
-
. 

. 

.

.

.

.

t

の
f

最
强
大

U
し
て

f

訓

豪

ぅ

、且

S

も
急

S

 

て
存 

在
す

.る
こ
ご
に
由

^
て
•其

主
義
の
爲
め
に
貢
献
し
た
第

一
の
功
績
の
外
に
、&
し
齚
ニ
の
功
績 

を
立
て
、
居
る
。
彼
等
は

そ
の
全

世
界
の
僚
友
に
如
柯
に
普
通
選
擧
權
を
利
用
す
べ
き
か
を 

示
す
こ
ビ
に
由
ら
て
、彼
等
に
最
も
銳
利
な
る
武
器
の

一
つ
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。

-

:
拉
典
諸 

國
の

.革
命
的
勞
働
者
は
選

.摩
權
を
•一
 

の
‘陷
阱
こ

'
の‘政
府
の

^

蟎
用
具
ビ
見
る
に
慣
れ

て
ね

た
.
 

が
、獨
逸
に
於
て
は
、事
態
は
異
な

つ
て
、

ゐ
れ
。

.共
產
宣
言
は
旣

(•
:
普
通
選
擧
權
、デ
モ
ク
ラ
シ
ィ 

の
獲
得
を
鬪
爭

.的V
K
>
U
V
V

タ
リ
ャ
の

第

「

.の
»

重

®
.な
る
職
分
の

.I

ミ
宣
言
し
、L

l
i
e

孩
興 

び
此

1|
を
取
つ
七
主
張
し
た
の
で
あ
つ
た
。

さ
て

I

I

が
民
衆

を
し
て

.其
計
劃
を
利
益
を

笫

十

七

餘(

七
〇
五〕

論

說

k
脅
主
f

國

家

. 

1

^

.

H
三



笫
卞
七
猞
.(

七
O'
六)

.

.

.論

.
0

既
會
主
義
ミ
暖
ま
 

0
,
^
0

〗

ニ
四 

威
せ
し
む
る
唯
一
の
手
段

と

し
て
此
の

0
擧
法
を
採
用

す

る
の
已

ひ
ベ

か
ら
ざ
る
を

0
め
た 

時
、吾
が
勞

‘働
者
は
之
を

«

忽
に
附
せ

.ず
、第二

 

'帝
：國

.憲
法
制
定
議
會
に

A
u
g
u
s
t

 B
a
b
e
l

k

®
m -
し 

た
の
で
あ
る
。
此
時
以
來

.彼

.等
は
適
宜
に

選
.：

擧
法
を
利
用
し
て
®
に
典
勞
に
千
倍
す
る
報
酬 

收

め
、又
全
世
界
の
勞
働
者
に
選
淳
權
利
用
の
模
範
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
選
擧
權 

，を怫
蘭
•西
マ
ル
ク
ス
鐵
の
語

を

以
て
云
へ
ば
、r

從
來
の
如
き
欺
_
の
手
段
炉
ら
轉
じ
て
解
放
の 

手
段
た

ら

し
め
た

」

と

云
つ
て
居
る
の
で
あ
も
。

(15/16)

Engels 

.は：

史
に
續
け
て
云
ふ
假
令
、普
通
選
搫
權
に
プ
口
'レ
タ
リ
ャ
の
勢
力
增
進
を
表
示
す 

6
尺
度
た
る
以
外
に
何
等
の
.利
益
が
な
い
も
の
ミ
し
て
も

"を
れ
は
旣
に
充
分
以
上
に
大
な
る 

.利
益
で
あ
る

0「

併
し
乍
ら
を
れ
は
猶
ほ
迤
か
に
此
以
上
を
な
し
た

」

0 :

'錄
M

選
擧
權
は

0
擧
迩 

動
：.
V

議
會
に
於
け
る
演
：說に
由
づ
て
主
義
宣
傳
を
行
ふ
機

#

ビ
电

*

と
を
與
へ
た

◊「

然
し
乍

.
 

ら
此
の
有
效
な
る
普
通
選
擧
權
‘の
利
用

^
共
に
全
く
新
し
い
：ブ
ロ
レ
.：タ

V

リ
.ャ
の
鬪
爭
方

&

が
 

活
：動
を
開
始
し
、而
し

V

此
方
法
は
速
炉
に
發
達
し
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ィ
の
支
配
が
其
内
に 

組
織
せ
ら
る

、
國
家
施
設
は
、史
に
勞
働
者
階
級
が
依
つ
て
以
て
此
の
國
家
施
設
其
者
を
攻
擊 

し
：得
る
手
段
を
提
供
す
る

こ

ビが
：：

發
.見
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
人
は
版
令
國
龠
、自
治
浩
議
會

-

X
業
裁
判
所
の
纖

.擧
：に
參
加
し
、各
地
位
を
ブ
ル
，
ジ
ヨ

y

ジ
ィ
ヒ

#

ひ、を
の
選
任
に
隙
し
て
は 

ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
充
#
大
な
る
部
分
が
發
言
に
參
加

し
^

0

而
し
て
遂
に
ブ

,

ジ
0

ソ
ジ
ィ 

ぢ
政
府
ど
は
勞
働
：黨

Q

合
法
行
爲
を
違
法
行

■爲
よ

b

も、®
擧
の
成
功
を
叛
亂
の
成
功
よ

.

c
v

も 

遙
か
に
多
ぐ
怖
れ
；る
：に
至
つ
，

た

の
で
あ
る

」

€(

1
70

而
し
て
彼
れ
は

M

R
進
ん
で
舊
式
の
叛

M
 

聊
璧
に
據
る
市
街
戰
の
，

#

现
の
見
込
.少
な
&
理
由
を
雄
ベ
た
後
前
段
に
引
用
し
た

「

世 

の
皮
肉
は

.切
*

物
を
颇
倒
せ
し
む
る
。
革
命
家
た

り
賴
«
渚
た
る
五
！！々
は
合
法
的
手
段
に 

出
づ
る
揚
合
に

®

法
手
段

.を
取
り
颇
极
を
行
ふ
場
合
よ

^N

も
龜
か

R
i
 

く
成
功
す
る

」

,
o

の
言 

を
吐
い
.て
居
る
の
で
あ
る
。
.上

記

一

般

の

川

が

.

L
e
n
F

の
幸
張
を
後
琰
す
る
も
の
で
な
い 

こ
ど
は

1
を
俟
た
ぬ
。

£
:
1
^
-
は
普
通
、選
擧
權
，を
以
て
優
に
ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
解
放
の
一
手
-段
た 

る
' も
.の
と
認
め
て
ゐ
た
も
の
ど
解
釋
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の

」

で
あ

る

。

, 

(

十
九)

.
此
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
、普
通
選
擧
權
の
尊

®

ビs
a
r
x

の
ブ
ロ
レ

タ
ッ
ヤ

獨
裁
の
要
求

ビ
は

如 

何
に
和
調
和
せ
し
む
，ベ

&

か
。

g
a
r
x

は
其

0
有
名
な
る

E
r
f
u
r
t

綱
領
批
評
の
書
簡

.中

]■
;「

資

本
 

生
\義
_

會
ど
共
産
主

_

社
.會
せ〕

の
中
間
に
は
、
一
よ
：公

.他
へ
の
：革
命
的
變
形

’
の
時
期
が
辑
は
る
。

笫

十

七

猞

ハ

七0
七〕

論
說
社
會
主
義
ミ
國
家

 

第
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號

H
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热
.十七，怨

.

(

七
◦
八)

論
訛
社
會
主
義
ミ
國
家
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三六
 

こ
れ
に
適
嗯
す
る
も
の
は
ま
た
一
の
政
治
上
の
過
渡
期
で
ぁ
つ
て
、其
國
家
は
ブ

a

レ
タ
リ
ャ 

の

g
命
^

婦
载
以
外
に
ぁ
ゲ
得
ぬ
も
の
で
ぁ
る

」

と
云
つ
て
居
る

(Neue 

Zeit IX. 

i, s. 

5
73)0

而 

し
て
セ
の

「

ブ
ロ

. V 

.タ
ジ
ャ
の
獨
裁

』

が
決
し

て

偶
然
一

時
的
の
落
想
で
な
い
己

w

は
、Diehl, M

a
,

 

u
t
n
e
r

等
の

1 :
#

す
る

-®
K

彼

れ
が

2
s
e Rh

e

3*ische 

Z
d
t
u
n
g

に
揭
げ
た
諭
文
中
に
_
に
此
事
を 

說
い
て
ゐ
る
こ

t
に
.-由

.つ
て
示

さ

れ
て
居
る
。
其
ー
资
に
云
ふ

「

此
の

1|
:
會
主
義

〔

革
命
的
社
會 

主
義
：又
は
典
齑
主
義

〕

は
‘1
般
に
階
級
別
掀
廢
の
爲
め
、そ
の
，基
礎
ビ
な
る
.金
生
產
關
係
撤
廄
の 

爲
め
、此
の
生
產
關
係
に
適
應
す
る
一
切
社
會
的
關
係
撤
廢
の
爲
め
此
社
會
的
辭
係
力
ら
發
生

.

.
 

.

ニ
.
：

.

.

.

.

じ
た

1

切
の

M

想：の

I

新
の
爲
め
に
：必
要
な
る
通
過
點

ビ
し
て
の
革
命
の
永
久
宣
言
，革
命
の 

階
，級獨
裁
、，フロ
レ
タ
乂
ャ
の
階
級
獨
裁

」
で
ぁ
る

^

(KIassenk£mpfe 

in Frankreich, 

9

4

0然
る
に 

此

の

プ

ー

レ
,

リ
;-
;:
'ャ
0:獨

：：

栽

な

：る

語

の

意
.味
を

M
a
r
x

自
身
は
充
分
說
明
し
て
居
ら
ぬ
爲
め
、此
 

に
所
謂
獨
裁
は
果
し

V

デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
と
相
容
れ
ぬ
も
の
な
办
や
西
や
の
疑
問
を
生
す
る
の
ぃ 

で

：あ
一
る
？

通
：常
の
用
語
例
ぱ
從
へ
ば
、獨
.裁
は
デ
モ
ク

一

フ

シ

ィの
中
此
又
は
其
反
對
極
を
意
味
し
て
居 

，る。

:

而
か
も
何
等
法

#

の
拘
束
を
受
け
ざ
る

1

個
人
の
單
獨
支
配
を
意
味
し
て
居
る
の
で

*

る
。

併

し

g
a
r
x
ll
.
l
iに一「

階
級
の
獅
裁
ビ
云
ふ

^>
_で
.あ
'る
か
ら
、獨
裁
の
語
を
上
記
の
如
き
文 

字
通

.

の̂
意
味

i
rii
]

ゐ
な
か
つ
た
こ
ビ
は
略
ば
：明か
で

Vあ
：る
ビ
云
つ
て
好
か
ら
ぅ
。

(Kautskyv 

D
e
m
o
k
r
a
t
i
e
”

 2
9)

彼
れ
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ヮ
ジ
ィ
の
獨
裁
の
對
極

€

し
て
フ
ロ
レ
タ
リ
ヤ

b'.
猶
裁
を

說
：い

て
，
居
る
の
で

あ

.
る

。

而
し
て
マ
フ
ベ
ジ
ヨ
ブ
獨
栽

」

は
略
ぼ
ブ
ル
ジ
ヨ
ソ
ジ
ィ

の

支
配
な

る

. 

-'
 

.
;

.

.

.

.

.

.

.

. 

…

. 

.

——

へ
 

.

意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
て

(
s
p
s
s
e
n
k
i
s
u
e

B-Frankreich 

4
3
,
0 0

9)

必
し
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
撤

'
1
:
I
"

 

■
 

-
 !•
 

I 

.

廢
ビ
云
ふ
意
味
で
は
用
ゐ
.られ
て

'唐
ら

.ぬ。
例
へ
ば
彼
れ
は
農
民
が

X
業
勞
働
者

v
j

同
‘じ
く 

資
本

''
:の
搾
取
に
遭
ふ
こ
ど
を
說
き

、
®

K
V資本
の
沒
落
の
み
が
農
民
を
向
上
せ
し

.め
、反
資
本
的
、
 

ブ
口
レ
タ
リ
ャ
政
府
の
み
が

®
.れ
の

_
 

の
社
會
的
屈
從
を
：破
る
•こ
ど
が
出
：來
，
 

る
ヰ
*

ベ
た
後
に
續
け
て
、

「

立
*

共
和
國
旁

konstitutionelie 

R
e
p
u
b
l
i
k

乙
れ
即
ち
農
民
の

»

取 

者
の

®

裁
で

あ

る
。
祉
會
民
，主的
、赤
色
共
；和國
、乙
れ

‘即：ち
彼
れ
の
同
盟
者

(

工
業
ブ

ロ

レ
タ

y 

ャ)

の
»

裁

で

'あ
る
。-

而
し

:'
.
:て
.夫
軤
は
農
民
が
投

.擧

®

に
投
す
る
麗
數
如

：
M u 

_

つ

て

上

下

'
'
す 

る」
(
8
9
)

ど
云
ふ
を
以
て
見
れ
ば
、所

,

獨
裁
は
必
し
’も
デ
モ
ク
ラ
，シ
ィ
の
撒
牋
を
意
味
.す
る
も 

の
€
解
す
る
を
.要せ
ぬ
ノ
而
し
て

M
a
r
x

が
啻

1C
.

ブ
ル
ジ
ヨ
ツ
ジ
ィ

0
獨
裁
の
.み
な
ら

.t'
、
M

R
 

民
衆
の
獨
栽

X

は
國
.民
議
會

0
獨
栽
な

：

る
語
：を
，用
ゐ

.

：

て
居
る
こ
ビ
は

(Brief 

aa 

E
n
g
e
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d
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I, 2
7
4
)

偶
々
右
0

の
解

釋
を
援
け
る
も
の
‘で

あ
ら
ラ
。

ブ
ロ

レ 

タ
リ
ヤ
の
獨
裁
は
：ブ
ロ
レ
タ

.ソ
ヤ
，，
階
級

.が

.國
象
權
力
を
掌
振
し
て
、軍
獨
支
配

Alieinherrsdiaft 

を
行
ふ
こ
ビ
の
意
義
に
解
す
れ
ば
足
る
も
の
で
、必
し
も
一
切
他
階
級

M
員
の
政
治
的
權
利
の 

剝
奪
を
必
要
と
は
し
な
い
。

無
'產
踏
級
の

章
獨
支
醅
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
停
也
に
依
っ
て
行 

は
れ

5'
こ
ど
も
わ
り

#.

れ
.ば、乂

.デ
‘
乇
ク
ラ
シ
ィ
の
埒
內
に
於
て
も
行
は
れ
得
る
の
で
あ
る
。

ブ
口
レ
タ
プ
ヤ
の
獨
裁
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
の
下
に
於
て
も
行
は
れ
得
る
こ
ビ
は
、

E
n
g
e
l
s

の 

言

*'
)
]に
其
の
攒
極
的

^
,據
，'を
，見出
す

'こW

が
出
來
る
"
彼
れ
は
實
に

 

'前
記

.Er
f
u
r
t

綱
，領
批
評 

#

簡
中
に
於
で

^

し
砲
足
せ
る
こ

'と

ぁ
り

ど
す
れ
ば

yそ
れ

は
我
黛
並
に
勞
働
漭
階
級
は
民
主 

共
和

7國
の
形
の
下
に

」

於
て
の

み
支
配
權
を
掌
握
し
得
.る

ご
の

.
ご事

；.

で
ぁ
る
。

否
な
、佛
蘭
西
大 

革
命
が
旣
に
示
：
せ
る

如
く
、
こ
れ

(

民
主
的
共
和

.0
が
ブ
ロ
レ
タ
ソ

ヤ
獨
双
の

爲
め
の
特
殊
形
態 

(die speziRsche 

F
o
r
m
f

oir die 

Diktatur 

des 

proletariats)

で
あ
る

>

a. 

P
S
. 

II)

ど
云
つ
て
居
る
の
で 

.あ
‘
る.。 

： 

:

同
じ
 

く 

Engels 

t
f
M
a
r
x

 

の 

D
e
r

 

Borgerkrieg. I.n 

Frankreich.

の
^

言

5?
結
ん
で
、齋

m

めフ制ス

%
 

.ば

®
:來

再

び

ブ

ロ

：
：レ

：タ
ソ

ヤ
の
獨
裁
な
る
語
を
聞
い
て
健
康
に
益
あ
る
驚
怖
に
襲
は
れ
て
居

る
。
好
し
、諸
君
は
此
の
獨
裁
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
知
ら
ん
ご
欲
す
る
か
。

nl
l

M

n
ム
 

ミ
ユ
ン
を
見
給
へ
，

;.
:
こ
れ
が
ブ
ロ
：

レ，
タ
ソ
ヤ
の
獨
裁
で
ぁ
つ
左
と
記
し
、

1
^
3も
亦
同
書
に
於

て、「

コ
シ
ミ
ユ
ン
は
本
質
上
勞

)

働
一
者
階
級
の
政
府
で
ぁ
；つ
だ
。
收
得
階
級

{:
對
す
る
產
出
谐

«

:
:
.

.

.

:

:
':
'
 

:
:'
!
:■
_

'

: 

:

'

.

の
闘
爭
の
結
來
で
ぁ
っ
た

,0
勞
働
の
經
濟
的
解
放
が
其
下
に
於
て
行
は
れ
得
ベ
き
政

f

形
態 

0
漸
ズ
終
に
發

a

せ
ら
れ
た
る
，も
の
で
：ぁ
つ
た

」

と
云
つ
て
居
る
。

’
然
る
に
此
の

「

勞
_
卷
谐
玫 

,0
.政
：府

/
此
の「

終
に
發
見
せ

.ら
れ

:'
た
漱
府
：形
態
な
：デ

-:
モ
ク
ラ
シ
ィ
ど
相
排
拒
す
る
も
の
で
は
な 

い
o「

コ
ン
ミ
ュ
ン
は
巴

M

の
諸
地
區
に
於
て
普
通
選
擧
に
依
つ
て

®
擧
せ

.ら
れ
た
.市
會
議
員 

か
ら

成
-.cs

立
つ

^」

も

0

でM
a
r
x

は
之
に
就
て

「

：
‘
，
音

通

選

擧

がH

ン
ミ
ユ
ン
に
組
織
せ
ら
れ 

た
.民
衆
の

•爲
め
に
：役
立
つ
こ
ビ
は
、個
人
的

®

;*
が
其
事
業

.の
爲
め
に

^
.猶
.者
威
督
者
、帳
簿
係 

を
求
め

5

M

rM
め
爲
め
に
役
立
つ
た
の

^
同
樣
な
る
べ
き
も
の
で
ぁ
る

」

と
云
つ
て
居
る
の
で 

あ
る
，(B

c:r
g
e
r
k
H
e
g
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"

此
點
を
念
：頭
に
嚴
け
ば
、例
へ
ば

0

($
*
ば1
が

*-
"
.!
: 

只
レ
タ
リ
ヤ 

の
«
裁
を
說
く
限
り
に
淤
て
は
、之を
；ボ
ゲ
シ

-

#
キ
的
意

_

に
は
解
し
て

§

ら
ず

C 

•且
つ
決 

し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
の
政
治
的
原
則
に
反

■

す
る

乙

ビ
e

し

S

か
つ
た
。
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客

Engels,

の
 

鸽十
.
| 

(

七
ニ

)

論
說
社
會
生

.
f
M家 

第
I

_

H
九
-



婼
十
七
岱

(

七 
一二)

論
叫
說

n
.
社
會
主
義
晶
家 

0

M

0 

0
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•r
貝
に

從
へ

tj
r

y
 

ロ
-
レ
タ
リ
ャ
獨
裁
は
皮
民
主
的
の
意
味
で
な
く
、民
主
的
國
憲
の
埒
內
に
於 

て
fi
は
る
ベ
き

も

の

で
あ
る

」

と
云
ひ

、

(

s
e Diktatur 

des Proletariats 

u
n
d
:
d
e
s

 

s
t
e
s
y
s
t
e
m

 

4
4
, 

4
6
) 

又

M
a
u
t
n
e
r

が「
M
a
r
x

は

ブ

ロ
レ

:タ
ソ
ヤ
の
獨
裁
を
耍
求
し
介

o

« ,
し
彼
れ
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ 

の
独

礎
の
上
に

.
於
け
る
そ
れ
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
民
主
的
共
和
國
は
彼
れ
に
取
つ
て
は 

の
^

殊
の
形
態
で

1

C
選
擧
は
を
れ
が

©

め
_
の
缺
く
べ
か
ら

ざ

る
®]
堤
で
あ
つ
た

。
：

.
K
 

に
民
主

■

共
和
國
な
く
、

♦

M

a
擧
な
ぐ
、民
主
的
思
想
の
益
々
深
く
廣
く

 

1實
現
せ
ら
る

、
乙

ビ
 

な
べ
し
て
は

。フ

ロ
レ
タ
ソ
ヤ
の
獨
栽
は
な
い
。
民
主
的
共
和
國
が
、

rf
t

j--
L

て
此
國
家
形
態
の
み 

が、Ma
r
x

 
0

意
味
に
於
け
る
ズ
口
レ
タ
リ
ヤ
獨
裁
の
爲
め
の
枠
を
供
す
る
も
の
で

、
.フロ
レ
タ
リ 

ャ
-

は
充
分

.の
數

*

ビ
最
廣
義
に
於
け
る
成
熟
ど
に
達
す
.る
や
否
や
、此
降
を

' :

滿
た
す

こ
ど

が
出 

來
る
の
で
あ
る

j

と
云
ふ

の
は

V
. 

p
. 

p 

s. 

IC0
S
, J

9
I
)
U

由
の
な
い
こ
ど
で
は
な

い。

然
る
に
フ
ロ
レ
タ
ツ
ヤ
の
®
裁
が
必
し
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
を
排
除
す
る
も
の
で
な
い
ビ
す 

れ
は
パ
ぐ
れ
似
ブ
ロ
レ
.タ
リ
ヤ
の
發
達
成
熟
に
依
つ
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
な
る
外
形
輪
廓
の
下
に 

#

a
J:
ソ

IT
レ
タ
リ
ヤ
の
單
獅
支
配
が
行

.は
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

Z

れ
が

K
a
u
t
s
k
y

 

がi
h
a
r
x

0
rf
lPF
.ア
”

レ
タ
リ
ヤ

0
:獨
裁
，は
デ
モ
ク
一
フ
シ
イ
ビ
相
對
泣
す
る

J

の
政
府
形
態
を

S

味
す
る
も
の
で
な
く
て

>
ブ
ロ
レ
タ

ソ
.ヤ
が
饞
勢
を
占
め
る
場
合
に
於
て
、純
粹
の
デ
モ
ク
ラ

• - 

.
- 

.

.

. 

. 
.
.

- 

.

.

.

...

シ
ィ
か
ら
必
然
的
に
：發
生
す
る
；
一：の
狀
態

」

'た
と
解
す
る
所
以
で
あ
る

o 

(
a
e
m
o
k
l
e

 

S. 
3

0)

併 

し
ブ

p
.

レ
タ
リ
ヤ
の

»
裁
ば
一
の
政
府
形
態
ビ
し
一
て
で
な
く
、必
す
:一

 

個
の
狀
態

S
し
て
の
み 

行
は
る
、
も
の
か
ど
云
ふ
に
予
は

3 1

:
根
據
を

M
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

の
發
言
に

：

求
む
る
こ
ビ
に
困
難
を 

感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
耽
記
の
如
く
、

^
a
r
x
-
E
n
g
e
l
s

は
デ
モ
ク
ラ
シ

ィ

の
^
成
せ
る
國
に
於
て 

は
、ズ
ロ
レ
タ
リ
ャ
の
國
家
權
カ
掌
：崔
が
平
和
の
裡
に
行
は
れ
得

:'
べ：き
乙

>
'
を
認
め
ド
た

^

に
此
徑
路
が
必
し
も
凡
て
，の
'國
に
於

',
て
同
一

.な
ら
ざ
る
ベ
き
こ
ど
を

.明
記
し
て
居
る
。
彼
等 

は
此
の
支
配
階
級
の
交
代
へ
か

•平
和
の
間
に
行
は
れ
得
ベ
し

ビ
認
め
る
國
を
故
ら
に
列
記
し
て 

居
る

K
徵
す
れ
ば
、平
和
的
推
移
の
可
猫
な
る
は
當
時

[:
あQ

て
は
通
則
ょ

b

は
寧
ろ
例
外
に 

屬
.す
る

t

解
し

V

ゐ
た
も
の
、
如
く
見

1

る
。
特
に
列
記
せ
ら
れ
た
も
の
以
外
の
國
に
於
て 

は
、ブ

P

レ
タ
ソ
ヤ
の

&-
權
掌

©

はQ
^
y
&
r
e
§

c
t
i
o
n

を
必
要
€
す
る
ビ
云
ふ
の
が
彼
等
の
意
見 

で
あ
つ
た

e
解
せ
ね
：ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
ブ
ロ

レ
タ
ッ
ヤ
が

G
e
w
a
i
t

に
依
つ
て
始
め
て
政

* 

.を

.略
取
し
得
た

#

合
に
於
て
は
、其
旣

#

の
.
M位
を
防
議
す
る
爲
め
、其
政
敵
の
»
治
的
權
利
を 

剝
奪
す

る
こ 

'
即

ち

デ

モ

ク
ラ

シ
ィ
の

中
止
が
必
要
已

む
こ
ビ

を
得

ぬ
も

の
ビ
'な
る

で
^
ら 

第
十
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第
i
 

ぅ
埒
ち
フ
ロ
レ

：タ
ソ

ャ
の
獨
裁
は
啻
に
一
個
の
狀
態
と
し
て
の

み
な
ら

中
、併
せ
て 

政
府
形
態
ビ
し
て
も
行
は
れ
得
べ

&
も
の
で
あ
る
。
而
し

て
、

M
a
r
x
-
E
f
l
s

に
據
つ
て

定
す
る
こ

e

は
困

雛
で
あ
る

:0
.

た

C

SP
3

の
所
謂
ブ
ロ

レ
タ
y
ャ
の

蜀

栽

ょ
必

し
も

. 

. 

;
• 

■ 

.

.

. ' 

.

. 

.

.

.

.

.

.

相

容

；れ
'
ぬ

も

の

で

は

な

い

と

云

ふ

1

事
は
•吾

今

の

安
じ
て

言

明

し
舁
る
ビ

タ
タ
ヤ
ビ 

あ
る

,0

國
家
の

に
於
て
は

ビ
ブ
口
レ

づ
い
て
二

本
質
に

.關
す

.るM
a
r
x

の 
L
e
n
i
n

の
：研
：貌
は
甚
だ
價 

タ

f

ャ
：國
象
と
の
交
代 

'機
の
誇
張
的
_
斷
を
下

四ニ
一
個
の
 

之
.
^
否

己 ブイ す

»

見
撕
、並
に
そ
の
無
政
府
主
義

^

の.異
同
を
明
に 

値
多
き
も
.の

な
る
こ
と

認
め

る
が
、
ブ

,

ジ

ヨ

ワ

ジ 

の

fe
方
法
に
就
て
は
、恐
ら

く

渠
■は
偏
周
せ
る
材

 ̂

せ

り

^
の
批
評
を
免
れ
得
ぬ
も
の
で
あ
ら
う
。

(

完)

Tt
レ

ろ
で 

る
上

國
家

鐵

道

賃

率

制

鐵

策

；y
v

L
て

0
 

^

 

t

■
■

.

'

消
费
者
の
利
益
を
保
譃
せ
ひ
が
爲
め
に
貨
物
や
勞
働
數
務
の
價
袼
に
制
禦
を
加
へ
る
乙
ビ 

は
古
く
か
ら
行
は
れ
て
來
た
所
で
あ
っ
て
、遠
く
は
希
臌
ゃ
羅
馬
に
於
て
も
建
章
の
豐
富
な
ら 

ざ
る
：：日
常
孤
！

1

品
の
；_

©
供
^

を
目
的
，；と
し
て

*

の
價
格
に
關
し
て
法

.律
的
制
规
を
設
け

6 

こ
ど
が
行
は
れ
、降
っ
て
中
肚
に
於
て
は
ギ
ル
ド
が
其
の
獨
占
的

；

地
位
を
恃
ん
で
不
當
な
價
格 

を
定
め
る
の
を
制
.麵
せ
ひ
が
爲
め
に
傾
令
の
貨
物
や
勸
勞
の
價
格
決
定
權
を
國
家
又
は
都
市 

の
食
局
者
の
手
に
收

」

め
て
僧

^

を
、
公
枣
す
一
る
；
こ

ミ

が

行

は

れ

た。

® 

,
ふ
に
斯
く

0:
如
き

.は
、其 

の
當
時
に
あ
っ
て
は
、或

る

葸
哝
に
於
七
必
駆
で
も
あ

6
、乂
之
を
實
行
す

^ :

こ
と
が
可
能
で
も 

あ
っ
た

' 

然
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